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独創的な研究、評論活動に贈られる

2023年度サントリー学芸賞の社会・風
俗部門に、愛知淑徳大准教授の阿部卓

．也さん (45) ＝写真＝の『杉浦康平と写
植の時代光学技術と日本語のデザイ
ン』 （慶応義塾大学出版会）が選ばれ
た。写真の原理で文字素材の印刷用版
下をつくる技術「写真植字」（写植）の
1世紀にわたる歴史を、戦後を代表す

るグラフィックデザイナー杉浦康平さ
ん (1932年生まれ）を中心にたどった。

写植は従来の金属活字と比べ、字間
を調整したり、文字を変形できたりと、
自由度が高い。邦文の写真植字機は24

年に発明され、戦後になって杉浦さん
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らの創作の下、大きく発展を遂げた。
背景には書籟や広告での需要拡大、よ
りデザイン性が求められるカタカナの
外来語の増加といった要因があった。

阿部さんは学生時代に「仮面ライダ
ー」の怪人のデザインを担当するなど、
デザイナーとしての顔ももつ。自身が
大学でデザインを学んだ90年代後半、
すでに写植はコンピュ ーターによるデ
ータ作成に取って代わられつつあっ
た。だが、役目を終えた書体見本帳の
膨大なサンプル文字を眺めるたびに、
疑問がわいたという。「写植はどうい
う技術で、なぜ消えてしまったのか」。
書体のデジタル化は現在も進む一方、
「一つ前の時代で何が起こっていたか
を見ることで、未来を考えるきっかけ
にできないかと思った」と振り返る。

構想から執筆に要したのは約10年。

70年代に登湯し、現在も広告や看板に
使われている「ゴナ」 ＇「ナール」と呼
ばれる書体を開発した愛知県在住の書
体デザイナー中村征宏さん (42年生ま
れ） にも話を聞いた。「あれだけの仕
事をしていながら、中村さんは一度も
東京で仕事をしたことがなかった。自
分が愛知にいなければ、取材は実現し
なかったかもしれない」。出版やデザ
インの歴史が圧倒的に東京を中心に語
られる中、埋もれかけていた担い手を
地元から掘り起こした。

,「普段、見たり書いたりしている文
字の形は、私たちの思考にも何かしら
影響を与えているはず。デザインの分
野にとどまらない、誰にとっても関わ
りのある問題なのだと受け止めてもら
えたら」。次作では絵本を軸に、戦後
社会を眺めるつもりだ。 （宮崎正嗣）
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